
令和 5 年 3 月 

泉 南 市 

泉南市樽井一丁目 1 番 1 号 

電話 072-480-2855 Fax 072-482-0075 1 

概要版よりも詳しい「報告書」

は、泉南市公式ホームページ 

でご覧いただけます。 

女性

56.6%

男性

41.6%

いずれでもない

0.4%
無回答

1.3%

(n=975)

16～19歳

8.0%
20歳代

9.6%

30歳代

11.7%

40歳代

14.9%
50歳代

16.3%

60歳代

18.9%

70歳代

13.7%

80歳以上

5.7%

無回答

1.1%

(n=975)

 

 

 

 

 
 

■ 調査の目的 

この調査は、市民の人権問題に関する意識等を把握し、今後の人権行政を推進していくうえで基礎資料を得る

ことを目的として実施しました。 

 

■ 調査設計 
 

● 調 査 対 象 16 歳以上の市民 3,010 人 
※年代別の回答者数を平準化するために、10 歳代から 70 歳以上の 7 区分で各区分

430 人ずつ抽出しました。 

● 調 査 方 法 郵送により調査票を配布、郵送またはインターネットにより回答 

● 調 査 期 間 令和 4 年 9 月 26 日（月）～10 月 11 日（火） 

● 有効回収数 975 件（32.4％） 
 

■ 調査内容 
 
● さまざまな人権問題に関する 

あなたの考え方について 

● 差別や人権尊重に関する 

あなたの意識や考え方について 

● 人権侵害を受けた経験について 

● 人権に関する学習に関して 

● 部落差別（同和問題）について 

● 人権に関する言葉や施設などについて 

■ 表記について 
 
● 回答は各質問の回答者数（n）を基数とした百分率

（％）で示してあります。また、小数点以下第2位を

四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％に

ならない場合があります。 

● 複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対

してどのくらいの比率であるかという見方になる

ため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合

があります。 

 

■ 回答者の属性 

回答者の性別は、「女性」56.6％、「男性」41.6％、「いずれでもない」0.4％となっています。 

回答者の年齢は、「60 歳代」が 18.9％で最も高く、次いで「50 歳代」16.3％、「40 歳代」14.9％と続き、40

～60 歳代が約半数を占めています。 
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問題がある

と思う

どちらかといえば

問題があると思う

わからない どちらかといえば

問題はないと思う

問題はない

と思う

無回答

19.5

42.3

49.0

31.0

25.0

36.8

20.4

31.6

25.4

22.6

16.5

11.0

5.9

10.2

11.4

16.9

10.6

8.4

15.9

18.9

8.9

14.3

3.3

16.2

20.7

1.3

1.5

1.7

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)
地域団体の役員や職場の管理職

の女性割合が低いこと

(2)

痴漢の被害者に「あなたにも問題

があったのではないか」と言うこ

と

(3)
仕事の採用、賃金、昇進などに男

女で格差があること

(4)

「女性は相撲の土俵に上がれな

い」「女人禁制」など女性であるこ

とを理由に排除されること

(5)
子どもが3歳くらいまでは母親の

手で育てるべきだと考えること

(n=975)

44.8

48.7

37.4

58.5

41.9

63.9

63.9

29.8

26.3

39.5

26.1

29.9

28.7

23.0

7.3

4.7

8.9

5.0

8.9

2.5

4.0

12.2

14.6

9.9

6.7

10.6

3.4

5.6

4.8

4.7

3.1

2.6

7.3

0.4

2.4

1.0

1.0

1.1

1.2

1.3

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=975)

(1)
保護者が子どものしつけのために

と、体罰を加えること

(2)
教師が教育の一環として、時には

体罰を加えること

(3)
子どもが性教育を受ける機会が

少ないこと

(4)
生まれ育った環境によって、大学

へ進学できない子どもがいること

(5)
いじめはいじめられる方にも原因

があると考えること

(6)

子ども自身のことを決めるときに、

子どもの意見を無視して、大人の

考えを押しつけること

(7)

家族の世話のために、子どもが学

校を休んだり、部活動に行けな

かったりすること

51.6

44.5

56.9

51.4

39.5

33.2

39.1

30.6

35.2

34.6

7.3

8.5

4.6

6.3

14.7

4.8

4.9

4.5

4.5

6.9

1.8

1.9

1.9

1.4

3.3

1.2

1.0

1.4

1.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)
障害者であることを理由に賃貸住

宅の入居を拒否すること

(2)

企業が法定雇用率より利益を優

先し、障害者の雇用に協力的でな

いこと

(3)

飲食店等において車いすや盲導

犬等での障害者の入店を断るこ

と

(4)

障害のない子どもたちと一緒に

学ぶ環境や学校の受け入れ体制

が十分でないこと

(5)
障害者が妊娠したり出産したりす

ることに周囲が反対をすること

(n=975)

50.1

40.4

27.2

23.3

33.2

33.0

40.3

31.9

7.4

10.3

12.1

16.1

5.3

9.7

13.2

16.2

3.0

5.3

5.7

11.2

1.0

1.2

1.4

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=975)

(1)

高齢者の一人暮らしであることを

理由に賃貸住宅の入居を拒否す

ること

(2)
高齢者への虐待は、高齢者の方に

も原因があると考えること

(3)

若者の就労機会確保のために、高

齢者の就業機会が与えられないこ

と

(4)
人生の先輩として尊敬されないこ

と

 

 

■ 女性の人権 

『問題があると思う』（「問題があると思う」と「どちらか

といえば問題があると思う」の合計。以下も同様）は、「（3）

仕事の採用、賃金、昇進などに男女で格差があること」

（80.6％）が最も高く、その他の項目では約 5 割から 6

割となっています。一方で、『問題はないと思う』（「問題

はないと思う」と「どちらかといえば問題はないと思う」

の合計。以下も同様）をあげる割合は、他の人権問題に比

べてやや高い傾向です。 

 

■ 子どもの人権 

『問題があると思う』は、「（6）子ども自身のことを決め

るときに、子どもの意見を無視して、大人の考えを押しつ

けること」（92.6％）を筆頭に、すべての項目が 7～8 割

以上で全般に割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高齢者の人権 

「（1）高齢者の一人暮らしであることを理由に賃貸住

宅の入居を拒否すること」（83.3％）では、『問題がある

と思う』が 8 割を超える一方で、「（4）人生の先輩として

尊敬されないこと」（55.2％）は 5 割台となっています。 

 

 

 

 

■ 障害者の人権 

『問題があると思う』は、「（5）障害者が妊娠したり出産

したりすることに周囲が反対をすること」（74.1％）が他

の項目と比べて低く、他はすべて 8 割以上となっていま

す。  

   人権上問題があると思うこと １ 



3 

39.7

39.8

53.0

32.6

26.8

23.5

23.5

32.3

9.7

17.2

13.7

16.4

14.9

12.9

4.4

10.5

7.7

5.2

4.2

7.2

1.2

1.3

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=975)

(1)

結婚する際、興信所や探偵業者な

どを使って相手の出自を調べる

こと

(2)

行政機関や不動産取引業者に「ど

こが同和地区なのか」と問い合わ

せること

(3)

インターネット上に同和地区と呼

ばれる地域の所在地リストや動

画・写真などが掲載されること

(4)
部落差別（同和問題）に関する教

育に力を入れないこと

27.9

24.1

40.7

42.9

26.9

23.6

23.6

28.1

23.7

21.2

16.1

15.8

11.2

17.4

10.9

6.5

9.3

12.7

7.4

5.3

1.0

0.9

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=975)

(1)
男同士、女同士の結婚が認められ

ないこと

(2)
自分の身内には同性愛者はいて

ほしくないと考えること

(3)
性的マイノリティがいる職場では

働きたくないと考えること

(4)
本人が自認する性とは異なる性

別の制服の着用を強制すること

88.4

83.6

86.2

87.6

7.3

10.9

9.5

6.9

3.0

3.5

3.0

3.3

0.2

0.9

0.3

0.9

0.2

0.3

0.2

0.5

0.9

0.8

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=975)

(1)
本人の同意なく、個人情報や写真

をインターネット上に流すこと

(2)

知った情報を情報の真偽を確認

せず、良かれと思って拡散するこ

と

(3)

他の人が創作した写真、イラスト、

音楽などを、その人の許可なくイ

ンターネット上に掲載すること

(4)

SNS（LINEやTwitterなど）を

使って、誹謗中傷を書き込むこと

も表現の自由であると考えること

問題がある

と思う

どちらかといえば

問題があると思う

わからない どちらかといえば

問題はないと思う

問題はない

と思う

無回答

37.6

41.2

46.3

33.7

61.8

42.3

40.6

34.1

35.7

23.3

9.2

8.5

8.9

8.8

10.2

7.1

6.1

7.0

15.1

1.7

3.1

2.9

3.1

5.8

1.4

0.7

0.7

0.7

0.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)

就職や仕事の内容・待遇などにお

いて日本人より不利な条件に置

かれていること

(2)
外国籍であることを理由に賃貸住

宅の入居を拒否すること

(3) 日本語を学ぶ機会が少ないこと

(4)
日本の文化や生活習慣などに従

うように強要すること

(5)

特定の人種や民族の人々を排斥

する不当な差別的言動（ヘイトス

ピーチ）を放置すること

(n=975)

■ 部落差別（同和問題） 

「（3）インターネット上に同和地区と呼ばれる地域の所

在地リストや動画・写真などが掲載されること」では、『問

題があると思う』が 76.5％で、他の項目と比べて高くな

っていますが、他の項目はすべて6割台となっています。

一方で、『問題はないと思う』が２割程度存在しています。 

 

 

 

■ 外国人の人権 

5 項目のうち 4 項目で、『問題があると思う』が 8 割前

後であるのに対して、「（4）日本の文化や生活習慣などに

従うように強要すること」では 7 割弱で低くなっており、

逆に、『問題はないと思う』が 20.9％で、やや高くなって

います。 

 

 

 

 

■ 性的マイノリティの人権 

『問題があると思う』は、「（4）本人が自認する性とは異

なる性別の制服の着用を強制すること」（71.0％）、「（3）

性的マイノリティがいる職場では働きたくないと考えるこ

と」（64.3％）、「（1）男同士、女同士の結婚が認められな

いこと」（54.8％）の順になっています。 

「（1）男同士、女同士の結婚が認められないこと」と「（2）

自分の身内には同性愛者はいてほしくないと考えること」

では、2 割以上が「わからない」と回答しています。 

 

 

■ インターネットにおける人権問題 

すべての項目に対して『問題があると思う』人がほとん

どを占めています。インターネットにおける人権問題は、

広く共有され問題意識を持たれています。 
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51.3

70.3

26.1

20.8

76.2

26.9

15.5

38.4

34.4

15.3

13.7

5.8

17.5

20.9

4.2

4.6

4.0

11.0

15.7

2.7

2.8

3.5

5.9

7.2

0.8

0.7

0.9

1.1

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)
ホテルや旅館がハンセン病回復者

などの宿泊を断ること

(2)
犯罪被害者の氏名などを関係者

の了承なしに報道すること

(3)

ニートや引きこもりの状態になる

のは、本人の責任が大きいと考え

ること

(4)

ホームレスの状態を続けているの

は、本人の責任が大きいと考える

こと

(5)
新型コロナウイルスにり患し回復

した者やその家族、医療従事者等

を特定したり、日常生活において

避けること

(n=975)

10.8

16.2

16.0

6.2

14.9

44.0

38.1

28.4

12.3

23.7

7.9

7.2

28.5

32.8

26.8

24.8

22.1

40.8

37.0

33.6

35.4

46.2

31.7

22.7

31.8

28.9

29.3

36.2

27.8

5.9

13.5

20.9

30.6

16.8

37.7

39.4

26.4

19.1

25.0

30.1

32.2

5.8

8.7

12.8

17.9

10.6

19.5

28.0

2.6

3.0

2.9

2.8

3.1

3.4

2.7

4.2

3.8

2.8

3.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)
差別されている人は、まず、自分たちが世の中

に受け入れられるよう努力することが必要だ

(2)
差別に対して抗議や反対をすることによって、

より問題が解決しにくくなることが多い

(3)
差別だという訴えを、いちいち取り上げてい

たらきりがない

(4)
差別の原因には、差別される人の側に問題が

あることも多い

(5)
差別があることを口に出さないで、そっとして

おけばよい（自然に差別はなくなる）

(6)

人権問題の解決には、行政だけでなく、民間の

団体と一緒になって取り組むことが必要であ

る

(7)
思いやりや優しさをみんなが持てば、人権問

題は解決する

(8) 人権には必ず義務がともなう

(9)
学校では、権利より、義務を果たすことを教え

るべきだ

(10)
競争社会だから、能力による格差が生じるの

は仕方がない

(11)
個人の権利より、地域のみんなの利益が優先

されるべきだ

(12)
介護や介助を受ける高齢者や障害者が、あま

り自己主張するのはよくない

(n=975)

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

問題がある

と思う

どちらかといえば

問題があると思う

わからない どちらかといえば

問題はないと思う

問題はない

と思う

無回答

その他の人権課題 

その他の人権課題では、『問題があると思う』は、「（5）

新型コロナウイルスにり患し回復した者やその家族、医療

従事者等を特定したり、日常生活において避けること」

（91.5％）、「（2）犯罪被害者の氏名などを関係者の了承

なしに報道すること」（85.8％）、「（1）ホテルや旅館がハ

ンセン病回復者などの宿泊を断ること」（78.2％）の順に

高くなっています。一方で、ニートやホームレスなどの人

に対しては自己責任と考える人が一定割合存在していま

す。 

 

 

 

 

差別や人権尊重に関する様々な考え方についてみると、『そう思う』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の合計）は、「（6）人権問題の解決には、行政だけでなく、民間の団体と一緒になって取り組むことが必要である」

（84.8％）、「（7）思いやりや優しさをみんなが持てば、人権問題は解決する」（75.1％）、「（10）競争社会だから、

能力による格差が生じるのは仕方がない」（69.9％）の順に高くなっています。 

一方で、『そう思わない』（「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の合計）は、「（12）介護や介助を

受ける高齢者や障害者が、あまり自己主張するのはよくない」67.4％、「（4）差別の原因には、差別される人の側

に問題があることも多い」66.3％が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   差別に関する基本的な認識 ２ 
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57.4

56.5

64.8

49.3

42.1

41.9

39.4

25.7

32.0

29.7

26.7

38.7

36.6

40.0

41.8

42.4

7.6

11.2

5.8

9.4

18.2

14.9

15.5

29.0

3.0

2.6

2.7

2.6

3.2

3.2

3.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 同和地区出身者

(2)
日本で生まれ育った

在日韓国・朝鮮人

(3) 外国人

(4) 車いすが必要な人

(5)
性的マイノリティ

の人

(6)
家族に精神障害

の人がいる

(7)
家族に遺伝を疑われ

る病気の人がいる

(8)
親族に犯罪歴の

ある人がいる

(n=975)

問題に

しない

反対だが本人

の意志が固け

れば仕方ない

考え直す

ように言う

無回答

20.1

12.2

10.6

9.7

9.4

28.5

24.5

26.9

24.3

21.6

26.7

31.9

33.7

37.1

36.1

21.3

27.8

25.0

25.5

29.3

3.4

3.6

3.8

3.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)
同和地区の地域内

である

(2)
小学校区が同和地区

と同じ区域になる

(3)

近隣に低所得者など、

生活が困難な人が

多く住んでいる

(4)
近隣に外国籍の住民が

多く住んでいる

(5)
近くに精神科病院

がある

(n=975)

避ける

と思う

どちらかといえば

避けると思う

どちらかといえば

避けないと思う

まったく

気にしない

無回答

 

 

身内の結婚相手の状況によって自分がとる態度では、

「問題にしない」は、「（3）外国人」（64.8％）、「（1）同和地

区出身者」（57.4％）、「（2）日本で生まれ育った在日韓

国・朝鮮人」（56.5％）の順に高くなっています。 

一方で、「考え直すように言う」の比率が高いのは、「（8）

親族に犯罪歴のある人がいる」29.0％、「（5）性的マイノ

リティの人」18.2％、「（7）家族に遺伝を疑われる病気の

人がいる」15.5％、「(6)家族に精神障害の人がいる」

14.9％と続きます。 

今回調査を 2012 年に実施した調査結果と比較する

と、比較できるいずれの項目※も、「問題にしない」、すな

わち、排除しないという比率が増加しています。 

 

※「（3）外国人」「（5）性的マイノリティの人」以外のすべての項目が

比較可能な項目です。 

 

 

 

 

 

 

住宅を選ぶ際に避けるかどうかの意識では、『避ける

と思う』（「避けると思う」と「どちらかといえば避けると

思う」の合計）は、「（1）同和地区の地域内である」が

48.6％で5割近くとなっており、その他の項目はいずれ

も 3 割を超えています。 

住宅を選ぶ際の忌避意識は、2012 年調査よりも今回

調査のほうが、いずれの項目も弱くなっています。 

  

   結婚相手の状況によりとる態度の違い ３ 

   住宅を選ぶ際の忌避意識 ４ 



6 

19.2 20.5 57.6 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=975)

ある わからない ない 無回答

23.4 26.6 31.9 12.4 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=975)

学校での人権

教育の内容が

よく理解できた

学校で人権

教育を受け

たが、あまり

よくわから

なかった

学校で人権

教育を受け

たが覚えて

いない

学校で人権

教育を受け

ていない

無回答

7.5 

7.0 

6.5 

3.5 

2.9 

2.9 

2.5 

2.3 

1.9 

1.7 

1.2 

0.8 

1.2 

0.3 

0% 5% 10%

学校でのいじめ

あらぬ噂や悪口による、

名誉・信用などの侵害

パワーハラスメント（職場等で職務

権限を通じて行ういじめや嫌がらせ）

性的な被害（痴漢、わい

せつ行為、レイプなど）

差別待遇（信条・性別・出身地・社会

的地位・心身の障害によるものなど）

学校での体罰

プライバシーの侵害

公的機関や企業・団体

による不当な扱い

家庭での暴力や虐待

地域での暴力、脅迫、

無理強い、仲間外れ

セクシュアル・ハラスメント

（性的嫌がらせ）

インターネット上での人権侵害

（ＳＮＳ上での誹謗中傷など）

その他

よく覚えていない

【複数回答】(n=975)

35.8

18.2

4.8

4.8

4.3

2.7

1.6

0.0

15.5

42.2

0.5

8.0

3.7

1.1

1.1

1.1

0.5

0.5

0.0

3.7

7.5

0.5

0% 20% 40% 60%

家族や友人など信頼

できる人に相談した

相手に対し人権侵害である

として注意したり、抗議した

警察に相談した

職場の相談窓口に相談した

弁護士等に相談した

公的機関（法務局・府・市町村

等の人権相談窓口等）に相談した

地域の自治会長や民生委員・児童

委員、人権擁護委員に相談した

泉南市人権協会に相談した

その他

何もしないでそのままにした

よく覚えていない

人権侵害を受けたと感じたときの対応

【複数回答】(n=187)

解決につながったことがら

【複数回答】(n=187)

 

 

人権侵害と感じたことの有無では、「ある」19.2％、

「ない」57.6％となっています。 

人権侵害と感じた内容では、「学校でのいじめ」が

7.5％で最も高く、次いで「あらぬ噂や悪口による、名誉・

信用などの侵害」7.0％、「パワーハラスメント（職場等で

職務権限を通じて行ういじめや嫌がらせ）」6.5％となっ

ています。（全回答者に対する比率） 

人権侵害を受けたと感じたときの対応内容では、「家

族や友人など信頼できる人に相談した」35.8％、「相手

に対し人権侵害であるとして注意したり、抗議した」

18.2％があげられている一方で、「何もしないでそのま

まにした」42.2％が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校における人権教育の状況についてみると、「学校

での人権教育の内容がよく理解できた」23.4％、「学校

で人権教育を受けたが、あまりよくわからなかった」

26.6％、「学校で人権教育を受けたが覚えていない」

31.9％となっており、覚えていない人の比率が最も高く

なっています。 

  

人権侵害を受けたと感じたときの対応 

人権侵害と感じた内容 

人権侵害と感じたことの有無

   人権侵害を受けた経験について ５ 

   学校における人権教育の状況 ６ 
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30.5

21.3

9.8

25.1

25.1

4.9

0% 20% 40%

小学校で受けた

中学校で受けた

高校で受けた

学校で同和教育を

受けたが覚えていない

学校で同和教育

を受けていない

無回答

【複数回答】(n=975)

20.1

17.4

3.9

2.9

3.1

29.7

26.4

15.0

13.4

1.3

1.1

2.4

0.1

0.1

0% 20% 40%

本を読んだり、

映画をみたりした

職場の研修で受けた

PTAや民間団体が

主催する研修で受けた

市民対象の講座などで受けた

その他

はっきりと覚えていない

受けたことはない

【複数回答】(n=975)

とくに役に立ったもの

（いちばん印象に残っている）

【単数回答】(n=975)

9.9

13.3

7.9

18.3

4.1

13.4

10.9

7.5

21.3

23.1

15.2

22.7

10.4

21.5

19.7

15.9

38.5

35.5

53.6

38.1

58.0

40.9

42.0

37.5

7.9

6.0

6.1

4.4

8.4

6.3

6.4

11.9

16.8

16.7

10.2

10.2

12.3

11.8

15.3

21.0

5.5

5.4

7.0

6.3

6.8

6.1

5.6

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=797)

(1)
地区外の人に対して、閉鎖的な意

識を持った人が多い

(2)
何か問題が起こると、集団で行動

することが多い

(3)

同和地区では、高齢者や障害者へ

の生活支援など、部落差別（同和問

題）以外の人権問題にも積極的な

取組みを進めている

(4)
同和問題を口実に、不当な利益を得

ようとしている個人や団体がいる

(5)
同和地区の人々が地域外の人々と

の交流に力を入れている

(6)
今でも行政から特別な扱いを受け、

優遇されている

(7)

同和地区の人々がかたまって住ま

ないで、分散して住むようにすれば

差別はなくなる

(8)
結婚等や住居の移転などに際して、

同和地区やその出身者と関わるこ

とにより、自らも差別されるかもし

れないとのおそれがある

そう

思う

どちらかと

いえばそう

思う

どちらとも

いえない

どちらかと

いえばそう

思わない

そう

思わない

無回答

 

 

小・中・高校以外の場における人権学習については、

「本を読んだり、映画をみたりした」20.1％、「職場の研

修で受けた」17.4％の回答がある一方、「はっきりと覚え

ていない」が 29.7％、「受けたことはない」が 26.4％と

高くなっています。 

とくに役に立ったもの（いちばん印象に残っているも

の）では、「本を読んだり、映画をみたりした」15.0％が最

も高く、次いで「職場の研修で受けた」13.4％となってい

ます。 

 

 

 

 

学校における同和教育についてみると、「小学校で受

けた」30.5％、「中学校で受けた」21.3％であり、他方、

「学校で同和教育を受けたが覚えていない」と「学校で同

和教育を受けていない」がいずれも 25.1％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

部落差別（同和問題）について知っていると回答した

797 人が持つ同和地区に対するイメージでは、『そう思

う』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、

「（4）同和問題を口実に、不当な利益を得ようとしている

個人や団体がいる」が 41.0％で最も高く、次いで「（2）

何か問題が起こると、集団で行動することが多い」

36.4％、「（6）今でも行政から特別な扱いを受け、優遇

されている」34.9％となっています。 

2012 年調査と比較すると、「（1）地区外の人に対して、

閉鎖的な意識を持った人が多い」「（2）何か問題が起こる

と、集団で行動することが多い」「（4）同和問題を口実に、

不当な利益を得ようとしている個人や団体がいる」「（6）

今でも行政から特別な扱いを受け、優遇されている」「（7）

同和地区の人々がかたまって住まないで、分散して住む

ようにすれば差別はなくなる」などのマイナスイメージが

改善しています。  

   小・中・高校以外の場における人権学習の状況 ７ 

   学校における同和教育の状況 ８ 

   同和地区に対するイメージ ９ 
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11.7 46.0 17.7 12.0 12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=435)

そのとおり

と思った

そういう

見方もあるの

かと思った

反発・疑問

を感じた

とくに

何も思わ

なかった

無回答

13.7

12.9

10.3

5.0

4.6

1.8

45.4

6.3

0% 20% 40% 60%

同和地区の人はこわい

同和地区の人とは、結婚して

はいけない（結婚できない）

同和対策は不公平

同和地区の人（子ども）とは、

つきあっては（遊んでは）いけない

同和地区の人は無理難題を言う

その他

見聞きしたことはない

無回答 【単数回答】

(n=797)

26.7

17.5

12.2

9.2

8.0

6.4

2.5

0.7

0.5

3.0

13.3

0% 20% 40%

家族

友人

近所の人

職場の人

テレビや新聞、雑誌

などのマスメディア

親戚

知らない人

学校の先生

府や市町村の職員

その他

無回答

【単数回答】

(n=435)

12.4

9.9

8.9

7.7

6.3

3.4

1.3

7.0

30.5

34.9

0% 20% 40%

親しく付き合っている人がいる

同和地区内の公共施設

等を利用したことがある

同和地区やその近くに

住んでいたことがある

盆踊りやまつりなど、同和地区の人との

交流事業やイベントに参加したことがある

同和地区内の学校の行事や

イベントに参加したことがある

家族・親族にいる

地域の身近な課題解決に向けて、同和

地区の人と協働して取り組んだことがある

その他

同和地区や同和地区出身の

人との関わりはまったくない

無回答

【複数回答】

(n=797)

 

 

同和地区に対する差別的な発言や行動を見聞きした

経験は、「同和地区の人はこわい」13.7％、「同和地区の

人とは、結婚してはいけない（結婚できない）」12.9％、

「同和対策は不公平」10.3％となっており、何らかの差

別的発言や行動を見聞きした人は、48.3％にのぼりま

す。「見聞きしたことはない」は 45.4％と、2012 年調査

より大きく増加しています。 

誰から見聞きしたのかは、「家族」の 26.7％が最も高

く、次いで「友人」17.5％、「近所の人」12.2％、「職場の

人」9.2％、「テレビや新聞、雑誌などのマスメディア」

8.0％となっており、2012 年調査よりも、「家族」および

「友人」の比率が増加しています。 

同和地区に対する差別的な言動を見聞きしたときの受

け止め方では、「そのとおりと思った」11.7％、「そういう

見方もあるのかと思った」46.0％、「反発・疑問を感じた」

17.7％、「とくに何も思わなかった」12.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同和地区やその住民との関わりについてみると、「同

和地区や同和地区出身の人との関わりはまったくない」

30.5％が最も高くなっています。他方、「親しく付き合っ

ている人がいる」12.4％、「同和地区内の公共施設等を

利用したことがある」9.9％、「同和地区やその近くに住

んでいたことがある」8.9％、「盆踊りやまつりなど、同和

地区の人との交流事業やイベントに参加したことがある」

7.7％となっています。 

また、同和地区や同和地区出身者との関わりの度合

いが高いほど、排除・忌避する意識が低くなる傾向にあ

ります。 

見聞きしたことがある同和地区に対する差別的言動

見聞きしたときの受け止め方 

   同和地区に対する差別的な発言や行動についての見聞き状況 10 

誰から見聞きしたか 

   同和地区やその住民との関わり 11 


